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プレゼンテーション概要

• パブリックアクセスとNIH（米国国立衛生研究所）

• NIHとは

• パブリックアクセス方針とは何か• パブリックアクセス方針とは何か

• 歴史: 「任意」対「義務」

現状• 現状

• 反応と学んだ教訓
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NIH の任務

65年にわたるNIHの任務

• 公衆衛生法 第301条 –“The Secretary shall conduct in the Service and 
encourage cooperate with and render assistance to other appropriateencourage, cooperate with, and render assistance to other appropriate 
public authorities, scientific institutions, and scientists in the conduct of, 
and promote the coordination of, research, investigations, experiments, 
demonstrations and studies relating to the causes diagnosisdemonstrations, and studies relating to the causes, diagnosis, 
treatment, control, and prevention of physical and mental diseases and 
impairments of man . . .”

NIH は、米連邦政府の拠点研究機関として医学研究を実施、助成している。
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NIHによる生物医学研究の助成・促進事業

5
Alaska

拠点研究所としてのNIH 
(研究助成部門) Data: Assoc of Universi ty Technology Manag er s (AUTM ) S urvey 2004

全米各地に広がるNIH助成事業
(研究助成部門)

(研究助成部門)

研究者数 〜6,000人
予算規模 NIH全体予算の10％ (研究助成部門)

助成対象機関3,000以上
被助成者30万人以上（科学者 研究者）

予算規模 NIH全体予算の10％
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被助成者30万人以上（科学者・研究者）
助成金規模はNIH全体予算の約83%



オープンアクセス対パブリックアクセス

オープンアクセス出版に関するベゼスダ宣言 （2003年４月）

– 「著者ならびに著作権者は、世界中のすべての利用者に対して論文への無「著者ならびに著作権者は、世界中のすべての利用者に対して論文への無
料かつ取消不能な恒久的アクセス権を与え、また出典が適切に明記される
限りにおいて、利用者が責任ある目的の為に論文をあらゆる電子媒体で自
由に複製、使用、頒布、送信、公開、二次利用する権利、また個人的利用を由に複製、使用、頒布、送信、公開、 次利用する権利、また個人的利用を
目的とした上で少量部数を複写する権利を与える。」

– 論文の完成版は、上述の許諾文書を含む付随資料と合わせて、適切な標準
電子形式で出版後速やかに1カ所以上のリポジトリにデポジットされるものと電子形式で出版後速やかに1カ所以上のリポジトリにデポジットされるものと
し、その場合のリポジトリとはオープンアクセスの実現、自由な発信、相互運
用性、長期的アーカイビングを目的とした大学や学協会、政府機関、その他
信頼の置ける組織により運営されているものを指す。（生物医学分野にあっ信頼の置ける組織により運営されているものを指す。（生物医学分野にあっ
ては、PubMed Centralがこれに該当する。）

パブリックアクセスはオ プンアクセスではないパブリックアクセスはオープンアクセスではない
– パブリックアクセスを通して収集された論文の著作権は出版社に属する
– 論文刊行後12ヶ月間は一般公開されない

論文は図書館所蔵物と同様 公正使用 原則 利用されるも ある– 論文は図書館所蔵物と同様、公正使用の原則の下で利用されるものである
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パブリックアクセス方針：目的

ア カイブの保持： NIH助成金によって生み出された研究アーカイブの保持： NIH助成金によって生み出された研究

論文の中央アーカイブを保持し、生物・医学領域の重要な
研究成果や科学情報を恒久的に保存する研究成果や科学情報を恒久的に保存する。

科学の推進： 科学者にとって有益で、またNIHが研究助成
をより効果的に遂行するための情報資源の創出する。

アクセスの提供： 患者やその家族 医療従事者 科学者アクセスの提供： 患者やその家族、医療従事者、科学者、
教育者、学生などあらゆる人々に、NIHの助成研究への
電子的アクセスを提供する。電子的アクセスを提供する。
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NIHパブリックアクセス方針

• この方針は、米国連邦制定法の施行である。
(2008年総合予算法 Division G Title II Section 218 of(2008年総合予算法、Division G, Title II, Section 218 of 
PL 110-161）
米国国立衛生研究所（NIH)所長は 同所が助成したすべ米国国立衛生研究所（NIH)所長は、同所が助成したすべ
ての研究者に対し、論文刊行後12ヶ月以内に、査読済み
論文の最終原稿の電子版を国立医学図書館（National 
Lib f M di i ）が運営する P bM d C t l 提Library of Medicine）が運営する PubMed Centralへ提
出または提出せしめるよう求めなければならない。ただし、
NIHは著作権法に合致する方法で パブリックアクセス方NIHは著作権法に合致する方法で、パブリックアクセス方
針を実施するものとする。

• NIH Guide Notice NOT-OD-08-033
http://grants.nih.gov/grants/guide/notice-files/NOT-OD-08-033.html

NIH G ide Notice NOT OD 09 071 によれば 当方針は2009年総合予算法に• NIH Guide Notice NOT-OD-09-071 によれば、当方針は2009年総合予算法に
おいても持続するものである。

http://grants.nih.gov/grants/guide/notice-files/NOT-OD-09-071.html
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用語解説

• PubMed Central (PMC): PubMed Central (PMC) は、査読誌に掲載された論PubMed Central (PMC):  PubMed Central (PMC) は、査読誌に掲載された論
文（フルテキスト）の電子アーカイブで、NIHにより管理されている。収録されてい
る論文は「PMC＋数字」で構成されるPMCIDによって索引付されている。PMCは
一般に公開されており、外部データベースとも連携している。般に公開されており、外部デ タ スとも連携している。
(http://www.pubmedcentral.nih.gov/ を参照)

• PubMed: PubMed は 生物・医学研究の刊行物情報へのアクセスを提供して• PubMed: PubMed は、生物・医学研究の刊行物情報へのアクセスを提供して
いる。MEDLINEや１950年代にまで遡る生物・医学研究論文からの書誌情報は
1700万件を超え、フルテキストや他の科学情報ソースへのリンクも充実している。
収録されている書誌情報はPMIDと呼ばれる番号により索引付されている収録されている書誌情報はPMIDと呼ばれる番号により索引付されている。

• Final peer-reviewed manuscript: 査読の過程で加えられた訂正、修正箇所
を含む 出版を受理された著者原稿の最終版を含む、出版を受理された著者原稿の最終版

• Final published article: 査読の過程で加えられた修正箇所や編集、体裁、Final published article: 査読の過程で加えられた修正箇所や編集、体裁、
フォーマット変更などを経た、その雑誌における論文の正式な完成版
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NIHパブリックアクセス方針のもたらしうる効果

NIHの助成を受けた研究成果への広範のアクセスが、科学の
進歩と国民の健康増進につながる。

– NIHの助成を受けた研究論文は広く一般に公開されるべきとする、国
民の期待に応えることができる。1）

– NIHは、納税者により支援された研究をより効率的に監視し、その
ポートフォリオを発展させることができるポートフォリオを発展させることができる。

– NIHの助成を受けた研究成果がさらに顕著化し 統合され また利用– NIHの助成を受けた研究成果がさらに顕著化し、統合され、また利用
され易くなることにより、NIHが重視する分野における研究者間の競
争を促進することができる。

1.  Harris Poll (2006)によれば、大多数のアメリカ人が連邦政府の助成を受けた研究のオンラインアクセスを支持して
いる。 Wall Street ジャーナル電子版 July 20, 2006, 以下を参照。
http://online.wsj.com/article_email/SB114893698047965609-IMyQjAxMDE2NDM4MTkzMzE2Wj.html. 
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統合アーカイブの利点

収録され る論 中PMCに収録されている論文の中か
ら、この論文を引用している最新記事
にアクセスできます。

最高相関性を示すマーカーID番号を使って最高相関性を示すマーカーID番号を使って
Map Viewer のゲノム領域を簡単に確認す
ることができます。
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統合アーカイブの利点

Chemical Structures in Article2PubMed Search Results1

Zanamivir Oseltamivir 
carboxylate

RWJ-
270201

FIG. 1.  Structures of compounds under investigation

3-D View of Chemical and Protein4Compound in PubChem3

RWJ-270201
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RWJ-270201 bound to neuraminidase

著作権の取り扱い

• NIH方針は、著作権法の原則を明確に認識し、遵守する。

• 論文著者と雑誌は、現行の慣例に従い、 NIHの研究助成を受け論文著者 雑誌 、現行 慣例 従 、 研究助成を受け
た論文の著作権をこれまで通り主張することができる。

• この方針が、論文著者のジャーナルの選択に影響を及ぼすこと
はない。はない。

• この方針に対する出版社の立場は多様である• この方針に対する出版社の立場は多様である。

2005年5月以降 多くの出版社が著者原稿の著作権を取得する• 2005年5月以降、多くの出版社が著者原稿の著作権を取得する
ために著作権譲渡契約を修正している。
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方針の変遷（2004年〜）

• 2004年： NIHがパブリックアクセス方針について公に議論を
始める。始める。

• 2005年5月 2008年3月: NIHパブリックアクセス方針が 被• 2005年5月- 2008年3月: NIHパブリックアクセス方針が、被

助成者に対して任意の形で施行されたが、登録率は同方針
の対象となる論文総数の2割以下に留まっていたの対象となる論文総数の2割以下に留まっていた。

2008年4月 NIHパブリ ク クセ 方針は NIH被助成者全• 2008年4月: NIHパブリックアクセス方針は、NIH被助成者全
員に義務付けられた。
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方針義務化による効果
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Voluntary policy: 2005-2007
Mandatory policy: July 2008 to August 2009, estimated

NIHパブリックアクセス方針が適用される最終原稿とは．．．

• 査読論文であること

• かつ、2008年4月7日以降に雑誌出版を受理されていること、

• かつ、以下の条件のいずれかに該当するものかつ、以下の条件のいずれかに該当するもの
– 2008年会計年度またはそれ以降に、NIH助成金を直接受けた研究

もしくは共同提携関係にある研究の論文

づ– 2008年4月7日以降に締結されたNIH契約書に基づき直接助成を受
けた研究論文

– NIH研究助成プログラムから直接の支援を受けた研究論文– NIH研究助成プログラムから直接の支援を受けた研究論文

– NIH研究者による研究論文

http://publicaccess.nih.gov/ 151515

被助成者の順守内容

• 著作権の対処
– 助成を受ける研究機関ならびに研究者は、パブリックアクセス方針の

順守に責任を負う。（具体例として、出版や著作権に絡む契約が
論文登録と矛盾 な 内容 ある と等 ）PMCへの論文登録と矛盾のない内容であること等。）

出版受理にともなう論文 デポジ ト• 出版受理にともなう論文のデポジット

• 論文の引用

– 下記サイトに記載された内容に従い、申請書、趣意書、報告書など
に含まれる適用論文には、PMC番号(PMCID) を付与する。
http://publicaccess.nih.gov/citation_methods.htm. 
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著作権の対処

著者は、出版契約書や著作権譲渡契約書に署名する前に、査著者は、出版契約書や著作権譲渡契約書に署名する前に、査
読済み論文の最終原稿がパブリックアクセス方針に従って
NIH側に提出されることについて、その契約書が同意してい
るか確認しなければならなるか確認しなければならない。

考慮すべき点

• どのような提出方法をとるか? 
• PMC上で公開される論文の版は何か?
• 誰が論文を提出するのか?
• 提出時期はいつか?
• 誰が提出を認めるのか?誰 提出を認める

• PMC上での論文の公開はいつ頃なのか?

http://publicaccess.nih.gov/ 171717

原稿の提出方法

登録方法は4つであり，次の条件によりバリエーションが存在
する。

- 登録するバージョン
- NIH Manuscript Submission System (NIHMS)の利用
- 出版社の役割
- 著者の役割

参加ジ- 参加ジャーナル

• 著者は、出版契約内容に合致し、最適と思われる方法を選
択することができる択することができる。

http://publicaccess.nih.gov/ 181818

提出方法の概要

Method A Method B Method C Method D
Version of Paper Final Final Published Final Peer Final PeerVersion of Paper 
Submitted

Final 
Published 
Article

Final Published 
Article

Final Peer-
Reviewed 
Manuscript

Final Peer-
Reviewed 
Manuscript
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提出方法の概要

Method A Method B Method C Method D
Version of Paper Final Final Published Final Peer Final PeerVersion of Paper 
Submitted

Final 
Published 
Article

Final Published 
Article

Final Peer-
Reviewed 
Manuscript

Final Peer-
Reviewed 
Manuscript
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paper?
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Publisher 
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Author or 
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提出方法の概要
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提出方法の概要

Method A Method B Method C Method D
Version of Paper Final Final Published Final Peer Final PeerVersion of Paper 
Submitted

Final 
Published 
Article

Final Published 
Article

Final Peer-
Reviewed 
Manuscript

Final Peer-
Reviewed 
Manuscript

T k 1 Wh P bli h P bli h di t A th P bli h iTask 1: Who 
deposits the 
paper?

Publisher 
direct to 
PMC

Publisher direct 
to PMC

Author or 
designee, via 
NIHMS

Publisher, via 
NIHMS

Task 2: Who 
approves paper 
for processing?

Not 
Applicable

Not Applicable Author, via 
NIHMS

Author, via 
NIHMS

Task 3: Who 
approves paper 
for Pub Med

Not 
Applicable

Not Applicable Author, via 
NIHMS

Author, via 
NIHMS

for Pub Med 
Central display?

http://publicaccess.nih.gov/ 22

提出方法の概要
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Details: http://publicaccess.nih.gov/submit_process.htm

PMC番号(PMCID)を使用した論文の引用

• 論文の引用
申請書 趣意書 報告書など 論 を す 際– NIHの申請書、趣意書、報告書などにおいて論文を引用する際には、

引用文献の最後にPMCIDを記載しなければならない。

ただし これはNIH研究助成を受けて執筆または共同執筆されたパ– ただし、これはNIH研究助成を受けて執筆または共同執筆されたパ

ブリックアクセス方針対象となる論文に対してのみ適用されるもので
ある。

– 詳細は以下のサイトを参照。
http://publicaccess.nih.gov/citation_methods.htm.

例

Varmus H, Klausner R, Zerhouni E, Acharya T, Daar A, Singer P. 
2003. PUBLIC HEALTH: Grand Challenges in Global Health. 
Science 302(5644): 398–399. PMCID: PMC243493 ( )
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役立つサイト

• About the Public Access Policy:
– http://publicaccess.nih.gov/
– NIH Guide Notice for Public Access (January 2008): 

http://grants.nih.gov/grants/guide/notice-files/NOT-OD-08-033.htmlp g g g g
– New Guide Notice for Grantee Compliance (September 2008): 

http://grants.nih.gov/grants/guide/notice-files/NOT-OD-08-119.html
– Questions: PublicAccess@NIH GOV– Questions: PublicAccess@NIH.GOV

• The NIH Manuscript Submission System p y
– http://www.nihms.nih.gov/
– Tutorials: http://www.nihms.nih.gov/web-help/

• PubMed Central:
– http://www.pubmedcentral.nih.gov/p p g
– PMC Demo: http://www.ncbi.nlm.nih.gov/Education/pmc/
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出版準備中または出版後3カ月以内の論文の引用方法

• 方法 A と B のジャーナルでは 「PMC Journal - In方法 A と B のジャ ナルでは PMC Journal In 
Process」と表示

– Example: Sala-Torra O, Gundacker HM, Stirewalt DL, Ladne PA, Pogosova-
Agadjanyan EL, Slovak ML, Willman CL, Heimfeld S, Boldt DH, Radich JP.
Connective tissue growth factor (CTGF) expression and outcome in adult 
patients with acute lymphoblastic leukemia. Blood. 2007 April 1; 109(7): 3080–
3083. PMCID: PMC Journal - In Process

• 方法 C と Dのジャ ナルでは 「NIHMSID」と表示• 方法 C と Dのジャーナルでは、「NIHMSID」と表示
– Example:  Cerrato A, Parisi M, Santa Anna S, Missirlis F, Guru S, Agarwal S, 

Sturgill D, Talbot T, Spiegel A, Collins F, Chandrasekharappa S, Marx S, Oliver 
B. Genetic interactions between Drosophila melanogaster menin and Jun/Fos. 
Dev Biol. 2006 Oct 1; 298(1): 59-70. NIHMSID: NIHMS44135

• NIHMSIDは、出版後3ヶ月が経過すると使用されない。
• PMCIDは、出版時に付与される。

http://publicaccess.nih.gov/ 262626

• PMCIDは、一旦付与されてから使用すること。

PubMedサイトの査読済み論文の最終原稿

http://publicaccess.nih.gov/ 27

PubMed Centralサイトの査読済み論文の最終原稿

http://publicaccess.nih.gov/ 28



PubMedサイトの出版済み最終論文
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PubMed Centralサイトの出版済み最終論文
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出版済み最終論文（その他の例）

http://publicaccess.nih.gov/ 31

バージョンの比較
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